
えんぴつを、ゆびでじゆうにうごかせるようになると、じをき
れいに、はやくかけるようになります。えんぴつのもちかたをま
だおぼえていないひとは、がんばって、しっかりおぼえましょう。えんぴつ

てのひらの、こゆびがわ
のつけねのこりこりしたあ
たりを、かみにつける。

こゆび・くすりゆびのさ
きも、かみにつける。

おやゆびのつめは、ひとさし
ゆびのつめのほうにむける。

おやゆびと、ひとさし
ゆびをくっつけないで、
すこしあいだをあける。

ひとさしゆびは、ちょっとまる
くふくらむようにして、えんぴ
つをうえからおさえる。ぜっ
たいにこのへんをはんたい
にそらせない

なかゆびは、えん
ぴつにあてる。

えんぴつは、ひとさしゆびにくっつくように。えんぴ
つと、ひとさしゆびのあいだにすきまをつくらない。

おやゆびは、まるくふくら
むようにする。ぴーんと
まっすぐにしたり、はんた
いにそらせたりしない。

えんぴつは、すこし
てまえにかたむける。

うでは、つくえにつける。

ひとさしゆびのさきは、
えんぴつのけずりめ
かすこし上にあてる。

てのこうが、さか
になるように。

はじめは、かきにく
くても、いつもじぶん
できをつけて、３かげ
つくらいがんばれば、
じょうずにかけるよう
になるよ。がんばれ。

２００６年度小平十三小１年

てのひらの、こゆ
びがわのはじで、
かみをこすらない


